








要約  新生児突然死1 5 例の延髄において、astrog1iosis と substance P(SP)陽性線維の

染色性について免疫組織化学的に検討した。アストログリアは SIDS 群網様体、迷走神経

背側核、孤束核の全ての核では対照群に比して有意に増加していた。 また、SP 陽性線維

は迷走神経背側核および孤束核で SIDS 群で有意に増加していた。さらに、グリアの増加

と SP 陽性線維の染色性は相関していた。 これらより、突然死に先行して低酸素または虚

血の状態があり、 これが呼吸循環調節異常に影響している可能性がある。先行する異常

が把握できれば、予防できる。


